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目標達成計画 作成日：　令和　3　年　 3 月　 23 日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 目標達成に要する期間

1 34

緊急時の対応は緊急時情報ファイルを用いて
実際想定の訓練を行ったが、中途入社の職員
も加わり今後も学習、定期的な訓練は継続して
いくことが必要。

利用者の急変や事故発生時に備えて、全て
の職員は応急手当や初期対応の訓練を定期
的に行い、実践力を身に付けることができる。

緊急時を想定し、定期的な訓練を実施する。場
合によっては、介護、看護の緊急手順書を見直
す。

12ヶ月

2 4

コロナ禍での運営推進会議での取り組みに関
し、2ヶ月に1回法人内部関係者のみで開催し
市へ資料議事録を提出時意見を頂いている。
家族、利用者の参加はほとんどないのが現
状。

日々の家族、利用者のご意見を運営推進会
議へ活かせるようにする。ご家族利用者から
のご意見を頂きサービスの向上に活かすこと
ができる。

日々の報告やご連絡の際にご意見を伺い、改
善策を立てる。コロナ禍で面会ができない場合
も状況を電話やメールで適宜伝達していく。

6ヶ月

3 48

役割、楽しみごとの支援について、日々の暮らしの
中で買い物、調理、洗濯などそれぞれ一人ひとりに
役割をもってもらいできることを行って頂いている一
方、村人さんの役割、楽しみごととしてその方の能力
を活かした支援が、職員だけの作業になりつつあっ
た為、再度認識を改める必要がある。

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
ができる。

毎月のMTカンファレンスで1人ひとりの役割、
出来る事を見直し、職員だけの作業にならない
ようにルール化する。役割、出来ることを確認
し、職員都合になっていないかを職員で話し合
う。

6ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を記
入します。

【目標達成計画】　

事業所名 社会福祉法人せんねん村
　　　　　　　グループホーム矢曽根せんりょう・まんりょう


